第１学年数学科　数学Ⅰ　学習指導案
１　単元名
　二次関数の値の変化
２　単元の目標
・の最大値・最小値の存在は二次の係数 の符号によって決まることを理解する。
・定義域に制限のあるときや、場合分けのあるときの二次関数の最大値と最小値を求めることができる。
・与えられた条件から、二次関数を決定することができる。
・日常生活や社会の事象を数学的に表現し、他者と話し合うことで考察を深めることができる。
３　評価規準
	知識・技能
知　
	思考・判断・表現
思
	主体的に学習に取り組む態度
態

	●二次関数の値の変化の考察を通して、二次関数の増減や最大値・最小値を求め、具体的な場面に適用できるようにする。
	●二次関数の値の変化をグラフ
や式を用いて、簡潔に表現することができる。
●日常生活の事象を数学的に表現し、考察することができる。
	●既習の知識を活用して考えようとする態度。
●別の見方・考え方を検討し、他の問題にも対応できるように考えようとする態度。




４　指導計画　　　　　　　　　　　　･･･ICTを用いた家庭学習との具体的な連携内容とそのねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
時

	
学習活動
＜育みたい数学的な見方・考え方＞
	
学習の目標

	
言語活動につながるICTの活用

	１
	●二次関数を平方完成して最大値・最小値を求める。

＜数量や図形の関係に着目する＞
	・定義域に制限がなければ　  の最大値・最小値の存在は二次の係数の符号によって決まることを理解する。
	

	２
	●定義域に制限のあるときの二次関数の最大値・最小値を求める。
＜既習の事柄と結びつける＞
	・定義域に制限があれば、二次関数の軸の位置に注意するとともに、 の変域に注意する必要があることを理解する。
	

	３
	 (
・
タブレット端末を家庭に持ち帰り、
家庭学習で
、動的幾何ソフト
を用いてグラフや定義域を変化させ、レポート課題に取り組む。タブレット端末を用いて
視覚
化をはかり試行錯誤するなかで、見通しをもって自らの考えを記述することができる。
)


●場合分けのある二次関数の最大値・最小値を求める。

＜数量や図形の関係に着目する＞
	


・定義域が動く場合の二次関数の最大値・最小値を求めることができる。
・軸の位置や頂点が動く場合の二次関数の最大値・最小値を求めることができる。
	


●大型提示装置やタブレット端末上の動的幾何ソフトを用いて、二次関数のグラフや定義域を動かすことで、生徒が理由・根拠をもって
説明することができる。

	４
	 (
・
タブレット端末のカメラ機能を活用し、家庭学習での取組を共有フォルダに保存する。生徒が授業中に共有フォルダにある他の生徒の解答と自らの解答を比較することで多様な問題の解き方を確認する。
)

●最大・最小の応用問題を解く。

＜既習の事項と結びつける＞
	

・日常的な事象を数学的に捉え、変数を設定し、方程式を立てることができる。
・二次方程式を解き、得られた解が適切かどうかを判断できる。
	

●大型提示装置やタブレット端末を用いて、変数の設定
　やその条件における考えを共有し、比較・関連付けて
説明することができる。

	５
	●放物線の頂点や軸から関数を決定する。

＜数量や図形の関係に着目する＞
	・頂点や軸の情報から適切に、 
 の形を選択し、二次関数を決定することができる。
	

	６
	●放物線上の３点から関数を決定する。

＜順序よく考えようとする＞
	・３点が与えられたことより適切に の形を選択し、二次関数を決定することができる。
・連立３元１次方程式を解くことができる。
	

	
７

	 (
・
タブレット端末のカメラ機能を活用し、家庭学習での取組を共有フォルダに保存する。生徒が授業中に共有フォルダにある他の生徒の解答と自らの解答を比較することで多様な問題の解き方を確認する。
)

●放物線上の４点から関数を決定する。

＜新たな視点から捉え直す＞
	

・計算しやすい３点を選び二次関数を決定し、４点目が式を満たすことを確認できる。
・図をかくことで、与えられた４点のうち、１点が頂点であることに気づき、話合いを通して考察を深めることができる。
	●大型提示装置やタブレット端末を用いて、立式や式変形における考えを共有し、比較・関連付けて説明することができる。

	
８

	 (
・第
７
時
終了後、
家庭学習で問題
づくりのレポート課題
に
取り組む
。その後
タブレット端末にレポート課題を入れて持ち帰り、家庭学習で
まとめの
問題について
のプレゼンテーション
の準備
や
事前評価をする。
他の生徒と自分のレポートを
比較することで、
単元全体を
振り返る
ことができる。
)


●単元のまとめの問題をつくる。

＜新たな視点から捉え直す＞
	


・既習の学習事項を用いて、自ら問題をつくり、互いに解き合い評価することで単元全体を振り返ることができる。
	


●タブレット端末を用いて、全員の取組データを持ち帰り家庭学習で比較することで、自分のレポートを新たな視点から捉え直すことができる。


 (
◎授業に
おける
ICT
活用
のねらい
・
タブレット端末や大型提示装置を用いて言語活動を活発にするとともに
、クラスの生徒の解答と自らの解答を比較し、
新たな疑問や問いを発して考えを深める。そのことにより、
見通しをもって式を立て、図やグラフを用いて考えることのよさを感じ、数学的な見方・考え方を豊かにする
。
)第７時（放物線上の４点から関数を決定する）の展開例　　




 (
◎
ICT
を
用いた
家庭学習との
連携のねらい
　
・
タブレット端末のカメラ機能を活用し、家庭学習での取組を共有フォルダに保存する。生徒が授
業中に共有フォルダにある他の生徒の解答と自らの解答を比較することで多様な問題の解き方を確認する。
)
 (
◎本時の目標
・
既習事項を活用した発展的な問題に取り組み、
タブレット端末や大型提示装置
を用いて言語活動を充実させることにより、数学的な見方・考え方を豊かにする。
)



事前の家庭学習　　　　　　　　　　　　　　　　　
	◇学習活動
	・指導上の留意点

	◇活用シート①の課題１、課題２の(気付いたこと)までを解いてくる。
	・授業で人に考え方を説明できることを目標に取り組ませる。


 (
■は
評価規準、
知
 
思
 
態
は評価の観点
、
『　』は評価の方法を表す。
)

本時の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
時
間
	◇学習活動
●主な発問または指示
	☆予想される生徒の反応
	・指導上の留意事項
＊ICT活用の意図
＜育みたい数学的な見方・考え方＞

	５分


10
分


























10
分





10
分






15
分

	◇家庭で取り組んだ活用シート①の内容をカメラ機能でタブレット端末に取り込み教師に送る。
◇「言語活動を行う際の着眼
点」を確認する。

 (
①「理由や根拠を質問・説明する」
②「比較・関連付けて質問・説明する」
③「新たな視点から捉え直す質問・説明をする」
)


 (
＜
課題
１
＞
その２次関数を求めよ。
)


●どのように考えて解いたのか説明しよう。
◇指名された一人の生徒が解答をタブレット端末に映しながら解法を説明する。



 (
解答例
　
求める
２次関数を
 
4 = 4a + 2b + c  
・・・②
　
これらを①に代入して、
 
点
D
はこれをみたす。
)











●他の式変形を行った人は説明してみよう。
◇指名された一人の生徒が解答をタブレット端末に映しながら解法を説明する。

●今学んだことを生かして解答の添削をしよう。
◇教師が事前に用意した、３点を選んだ(点Bの条件を利用していない)解答をタブレット内に取り込み、タブレット端末上の電子ペンで添削する。

 (
＜
課題
２
＞
座標平面上に
図示し、気付いたことをかきなさい。
)

●隣の人と気付いたことを交流してみよう。
◇話し合った内容を発表する。
●なぜが頂点になっているのか説明してみよう。



 (
＜
課題
３
＞
２
次関数のグラフが
を通り、
どちらかが頂点であるとき、その２
次関数を求めよ。
)


●タブレット上の授業シート　　
　②に課題３の考え方を書いてみよう。
◇個人で授業シートにどのような形のグラフになるか考える。

●４人のグループになって考え方を交流しよう。


●振り返りシートに本日の振り返りをしてフォルダに提出しよう。
	












☆３点または４点すべてを代入した式を立て、計算が途中で止まっている。
☆３点を代入した式を立てた後
に、二次関数の式を求められているが、４点目がその式を通ることを確認できていない。












☆４つある式の組み合わせが異なる。




☆点Bの条件の利用を忘れ、確認できていない。
☆最後に解答をかくことができていない。







☆下に凸の二次関数。
☆A(1, 2)が頂点になっている。

☆図を書いたらなんとなくわかる。
☆BとDのy座標が同じなので対称性がいえる。




☆図をかいてみると頂点が　A(1, 2)の場合とB(2, 4)の２つの場合がある。
☆標準形  を使うと簡単だ。
	・生徒にタブレット端末を起動させる。
・正答例だけではなく、誤答例や未完成解答を把握し、発問に生かす。
・撮影する向きと、枠線が収まるように撮影するように指導する。
・大型提示装置に「言語活動を行う際の着眼点」を投影する。
 (
■
：根拠を
明らかに
しながら、説明ができる。
『学習活動の観察』
)





＊即時的な解法の共有化と説明の視覚化をはかる。
・解答例に近い解答の生徒を指名し、理由や根拠を意識して説明させる。
・複数の生徒を指名し、式変形の違いや４点目の取り扱いを比較できるようにする。
    







・




＊多くの解答を比較することにより、数学的な見方・え方を深める。
 (
■
：根拠を
明らかに
しながら、説明ができる。
『学習活動の観察』
)



・生徒が発見した条件の確認のもれを次の学習課題の設定につなげる。
・添削をするための授業シートをタブレットに配付する。







＜新たな視点から捉え直す＞


・計算だけに頼るのではなく、図やグラフを利用することの大切さに気づかせる。
・活用シート②を配付する。





・個人で考える時間をとった後、４人グル
ープで数学的な見方・考え方を交流する。
 (
■
：
積極的に意見交流しながら、
自らの考えをまとめることができる
。
『学習活動の観察
・授業シートの分析
』
)




・考え方を交流した後、活用シート②に家庭学習として課題４の解答を仕上げてくる。
＊図や表などの思考過程を評価する。



準備物
・大型提示装置、タブレット端末、無線LAN、授業支援ソフト
・活用シート①（課題１、課題２が印刷してある紙のシート）
・活用シート②（課題３の解答が書き込める紙のシート）
・授業シート①（課題１の解答を分析するデジタルシート）
・授業シート②（課題３の考え方を書き込めるデジタルシート）





 (
◎授業に
おける
ICT
活用
のねらい
・
タブレット端末
を
利用して、
複数の
生徒の
レポート
を持ち帰り
、家庭学習において
ルーブリック
を基に
評価に取り組み、
授業の相互
評価活動
を
活発に
し
て言語活動を充実させる
。
)第８時（単元のまとめの問題づくり）の展開例
づくり）の展開例　　


 (
◎
ICT
を
用いた
家庭学習との
連携のねらい
・
家庭学習
１
で問題
づくりのレポート課題
に
取り組む
。その後
タブレット端末にレポート
を入れて持ち帰り、家庭学習
２
で
まとめの
問題について
のプレゼンテーション
の準備
や
事前評価をする。
他の生徒と自分のレポートを
比較することで、
単元全体を
振り返る
ことができる。
)





 (
◎本時の目標
・既習事項を活用した問題づくりに取り組み、タブレット端末を用いてグループ内で発表し、互いに評価を行うことで言語活動を活発にする。また評価を基に
レポートを
改善することで、数学的な見方・考え方を豊かにする。
)



事前の家庭学習１
	◇学習活動
	・指導上の留意点＊ICT活用の意図

	 (
＜
課題
１
＞
次の問題における
２次関数の係数や定義域を変更し、オリジナルな問題と解答例をつくりなさい。
問題　　　　　　　　　　
)



◇活用シート①の課題１の二次関数の値の変化に関する問題と解答例を作成してくる。
	



・事前にルーブリックを提示し、生徒に評価の観点を意識させて課題に取り組ませる。


 (
■
は、
評価規準
を表す。
)・教師は、家庭学習１と家庭学習２の間に活用シート①を集め、ルーブリックを基に評価をし、タブレットに取り込む。
事前の家庭学習２
	◇学習活動
	・指導上の留意点＊ICT活用の意図

	 (
■
作成した問題に対するルーブリック
＜
数学的な見方・考え方：統合的・発展的に考える＞
（＊評価方法
：
提出物）
A
：
係数や定義域に文字を入れた、場合分けの必要な
問題となっている。
B
：
係数や定義域を工夫することで、最大値や最小値が整数値をとるようにしたり、存在しないように
したり
するなどの問題となっている。
 
C
：
与えられた問題の
係数や定義域の
数値
を変更している。
D
：
問題が数学的な意味をなしていない。
)◇タブレット端末を利用して、複数の生徒のレポート課題を持ち帰り、家庭学習でルーブリックを基に評価を行う。
	・生徒は４人でグループをつくり、家庭にタブレット端末を持ち帰り、自分以外のレポートの評価をルーブリックを基に行う。
＊グループ以外の生徒のレポートも持ち帰り、比較を可能にすることで多様な考え方にふれるとともに、家庭学習でプレゼンテーションの準備をする。
・事前の家庭学習１で生徒が作った問題を見て、教師はルーブリックを基に評価しておく。
 (
■
解答例の数学的な正しさに対するルーブリック
＜
数学的な見方・考え方：数量や図形及びそれらの関係などに着目する＞
（＊評価方法
：
提出物）
A
：
説明が分かりやすく、範囲や条件を明確にした図やグラフと、式や言葉を関係づけて表現している。
B
：
説明が分かりやすく、図やグラフを利用して表現している。
C
：
説明において、
式や言葉を
用いて表現・処理
している。
D
：
説明において、分かりにくい箇所や誤りが存在する。
)・次時の授業内のプレゼンテーションで、他の生徒のレポートの評価を理由も含めて説明できるように、ルーブリックを意識して評価するように伝える。



本時の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
時
間
	◇学習活動
●主な発問または指示
	
☆予想される生徒の反応
	・指導上の留意事項
＊ICT活用の意図　
＜育みたい数学的な見方・考え方＞

	５
分


25
分



















20
分


	◇「言語活動を行う際の着眼点」を確認する。
 (
①「理由や根拠を質問・説明する」
②「比較・関連付けて質問・説明する」
③「新たな視点から捉え直す質問・説明をする」
)


 (
＜
課題
２
＞
課題
１で
つくった
問題の
プレゼンテーションを
行い、他の生徒
からの
意見や
評価を聞き、問題や解答の修正に生かそう
。
)



●発表者は作成した問題の工
夫した点や問題づくりで苦
労した点を述べよう。
◇発表者はタブレット端末を　
　使いながら発表する。

　　





 (
■
プレゼンテーション
における態度に対するルーブリック
＜言語活動・ICT活用＞
（
＊
評価方法
：生徒の相互評価
）
A
：
理由や根拠を示し、他の生徒の考え方と比較・関連づけて説明することができた。
タブレット端末の拡大・描画機能等を説明に合わせて
用いることができた。
B
 
：
理由や根拠を示し、説明することができた。タブレット端末の拡大・描画機能等を用いることができた。
C
：
理由や根拠を示し説明できているが、タブレット端末
は必要な所を指すだけにとどまっている。
D
：
理由や根拠が分かりにくく、タブレット端末は説明で表示しているだけにとどまっている。
)







●発表後、他の３人はルーブリ
ックを基にした評価を理由とともに発表者に伝えよう。
 (
＜
課題
３
＞
得られた
意見
や
評価を
基
に
、
問題
および
解答を修正し、よりよいものに
改善し
よ
う。
)


●得られた意見や評価を基に問題や解答例を訂正しよう。
◇活用シート②に作問の訂正を行う。
	








☆教科書の問題の数字を変えてみたが、解を整数にするのが難しかった。
☆解答をどのようにかいたらよいのか迷った。















☆教科書の数値を変えただけなので「作成した問題に対するルーブリック」の評価はCかな。



☆場合分けが不完全だったので、もっと細かく分けないといけないな。
☆グラフでもっと定義域がわかるようにかかないといけないな。
	・生徒にタブレット端末を起動させる。
・ルーブリックを基にした評価によって、教師が指定した４人ずつのグループに分かれさせる。




＜新たな視点から捉え直す＞
・発表者は、作成した問題について「言語活動を行う際の着眼点」に基づき、タブレット端末を用いて数学的な表現に留意して伝える。
・発表を聞いた生徒は、理解できなかったところや改善点などを発表者に伝える。
＊一人ひとりの生徒が、強調したい箇所を画面で指し示したり、拡大したりしながら説明することで、解答の表現やグラフのかき方の差異を比較しやすくする。
・評価の根拠を具体的な理由とともに述べるように指示する。














・授業内での活動を基に活用シート②の持ち帰りにより授業と家庭学習と連携させ、次時までに課題３を提出させる。
・提出後の問題を見て再度ルーブリックを基にした評価を行い、最初との改善点を比較する。


準備物
・大型提示装置、タブレット端末、無線LAN、共有フォルダ
・活用シート①（課題１が印刷してある紙のシート）
・活用シート②（課題３の解答と振り返りをかき込む紙のシート）
・授業シート（ルーブリック評価をかき込むデジタルシート）
